
外国人等の散在地域における日本語指導体制の充実（１年次）
～校内外における連携のための実践と授業実践を通して～

事例②「外国人児童生徒との
共生に向けた支援」

（茂木美鈴）

1．ＪＳＬカリキュラムの授業実践
～ＪＳＬ５支援を取り入れた授業づくりを通して～

2．校内研修で講義

「在籍学級における日本語指導」

「在籍学級での外国人児童生徒の受入れ」

3．多文化共生教育
給食のメニューに世界６か国の料理を採用

世界30か国の挨拶を校内に掲示

小学校５年国語「枕草子」

理解支援
表現支援
記憶支援
自律支援
情意支援

秋は赤とんぼ。田んぼの上を
たくさんのなかまがおどって
いるみたいにとんでいるすが
たは、とても楽しい。

日本語指導スーパーバイザー(ＪＳＶ) 武藤隆敬 新井範子 茂木美鈴 伊藤義明 本多真美

【目的】
校内外における連携のための実践と授業実践を通して、本県の外国人児童生徒

等教育の中核としての実践的な指導力や助言力を高め、外国人等の散在地域にお
ける日本語指導体制の充実に貢献する。

【内容】
◯国の動向や県教育委員会の指導方針等を踏まえ、児童生徒の実態に応じた日本
語指導が実践できるよう助言する。

◯研修の成果を、多文化共生・共創を目指した本県の外国人児童生徒等教育の充
実に生かす。

１．日本語指導の基礎が学べる校内研修

２．支援体制会議を軸とした学校組織づくり

・日本語指導とは？
・指導する内容と手法
・ＪＳＶの役割は？

実態の把握と
課題の確認

学校主体の
会議の設定・実施

指導方針の
共通理解と

個別の指導計画へ
の反映

計画に基づく
日本語指導の

実践

組織的な取組をＪＳＶが支援

日常の指導 支援体制会議

職員会議等

実践の振り返り

在籍学級等

日本語
指導体制の
充実

小・中学校

高等学校 関係機関

授業実践
校内研修の推進

個別の指導計画の助言
支援体制会議の呼びかけ

児童生徒へ 教職員へ

連
携

事例①「日本語指導体制づくり
はじめの一歩」
（本多真美）



2. 中学校での実践

1. 高校で必要な資質・能力

• 自立した生活が送れる力
• 大切なことをきちんと理解できる
日本語の力

• 将来の目標をもち、粘り強く
物事に取り組める力

• 将来の職業を見据えた進路指導
• 基本的生活習慣を身に付ける指導
• 大切な連絡を理解し、自己管理できる
ようにする支援

• 主体的に学習に取り組む態度の醸成
• 生徒指導に関する家庭連絡や本人へ
のフォロー

• 個別の指導計画を高校へ引き継ぐた
めの工夫

個別の指導計画への赤字の加筆・
修正で指導方針の周知と指導改善

事例③「個別の指導計画の
積極的な活用」
（伊藤義明）

個別の指導計画（一部抜粋）

加筆

ＪＳＶによる日本語指導、
担任等への助言及び
指導体制への支援により

【成果】
〇学校現場の日本語指導力が向上し、
日本語指導体制の充実が図られた。

〇対象児童生徒が主体的に学習に向か
えるようになった。

【課題】
〇日本語指導への更なる理解と普及が
必要である。

〇学年間や学校間の連続性ある日本語
指導の連携構築が必要である。

【提言】
校内の指導体制の充実を図り、関わ

る教職員全員が主体的に日本語指導に
当たれるようにしましょう。

事例④「来日間もない外国人生徒に
対する進路選択に関わる支援」

（武藤隆敬）

・日本語の必要感をもたせる工夫
・支援団体とのつながりや活用
・学習活動を通して学び、考え、表現
することで、教科に使われる日本語
を習得するという視点

支援のポイント

事例⑤「高校入試後を見据えた
日本語指導」
（新井範子）


